
























































































































































































































































































































































































































































































































































































ポジティブ 55 46 0.83
ネガティブ 26 9 0.34












有り 23 17 0.73


















有り 54 33 61.1％ 14 25.9％
無し 70 22 31.4％ 9 12.9％






















































ポジティブ 55 25 0.45
ネガティブ 26 4 0.15












有り 23 17 0.73
無し 101 23 0.22
合計 124 40
（表14）















有り 26 15 57.7％ 8 30.8％
無し 98 40 40.8％ 15 15.3％
































家族等である 11 8 72.7％ 22 2.00
家族等ではない 4 2 50.0％ 7 1.75
不明 109 45 41.3％ 170 1.56










家族等である 11 3 27.3％
家族等ではない 4 1 25.0％

















































0 ～ 2行 23 18.5％
3 ～ 4行 80 64.5％


























0 ～ 2行 23 3 13.0％ 14 0.60
3 ～ 4行 80 38 47.5％ 136 1.70
5 ～ 8行 21 14 66.7％ 49 2.33
合計 124 55 199
　（表18）では、記述行数が多い学生は、内容がよりポ
ジティブである（５～８行の学生21名のうち66.7%の14
名がポジティブなレポートを提出している）。また、ポ
ジティブ群カテゴリのキーワードをより多く用いてい
る（５～８行の学生21名はポジティブ群カテゴリのキー
ワードを一人当たり2.33ワード用いている）。
　この結果は、職業に対する理解度が深い学生の職業観
は、働くこと（仕事、職業）をよりポジティブに捉える
傾向があるという仮説をサポートすると考える。
４　おわりに
　本稿では、「これから就職期を迎える学生はどのよう
な職業観を持っているのか」を明らかにすることを試み
た。その結果、大きく二つの傾向がみられた。一つ目は、
学生の多くは仕事や働くことに対して「大変」、「つらい」、
「きつい」などのネガティブなイメージを多く持ってい
ることである。　二つ目は、職業に対する理解度が深い
学生の職業観は働くことをよりポジティブに捉えるが
（特にヒアリング対象である職業に従事する者が家族等
である場合は理解度が高くポジティブ）、理解度が浅い
学生は働くことをよりネガティブに捉える傾向がある。
筆者はこれら二つの結果を仮説として本稿で提出する。
　この仮説を踏まえ、後期授業「キャリアデザインⅡ」
では、学生は一人につき「業界研究シート」約10人分を
熟読後、仕事は「大変」というキーワードについてグルー
プディスカッションを実施した。その後、学生はレポー
トを提出し、その記述から「大変」をどのようにとらえ
ているかを集計した。その結果を以下に示す（レポート
職業に対する学生の理解度と職業観の関連性　千代田
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第 14 号
－ 94 －
提出学生：94名）
　①ポジティブとネガティブの両方でとらえる：46名
　②ポジティブにとらえる：40名
　③ネガティブにとらえる：８名
※①の記述例
「ネガティブな意味でとらえる人も多いと思うが、‘や
りがい’という意味も含まれていると思いました。お客
様からの『ありがとう』という感謝も言葉も嬉しい。」
「少し辛い思いをする事によって、やり終えたあとの達
成感や充実感につながるのではないかと思ったからで
す。」
「‘やりがい’を持つことで、忙しいながらもポジティ
ブな大変になると思いました。」
「正直、ネガティブのほうのイメージでとらえてました
が、大変だけどやりがいがあるという言葉をみて、自分
の中で責任もってやり遂げた達成感も生まれると考えた
からです。」
「大変な事も終わってみると、自分にとってプラスにな
るのではないかと考えるからです。」
「お客様が喜んでくれると、大変だったけどやってよ
かったなあと思えるから。でも、長時間労働や残業ばか
りだと働くのは大変だなあと思う。その時の状況によっ
てポジティブとネガィブの両方として使われていると
思った。」
※②の記述例
「大変さの中にもやりがいを感じているから。『ありが
とう』と言われて、また頑張ろうと思える。」
「仕事が大変なのは充実している証拠。成長もでき
る。」
「仕事があって忙しいと言えるのは嬉しい事だからです
（アルバイトで暇な時間が多く辛かった）」
「お客様のために自分の知識を活かせる時に生まれるや
りがいや楽しさの中の大変さもあるのではないかと思っ
た。」
「大変だから諦めるのではなく、大変だからこそいかに
効率良くできるか、周りの人への気遣い等につながると
思うので、大変なのは良いこと。」
※③の記述例
「休みが取れなかったり、人手不足で深刻な問題が多い
と思ったからです。」
「人と関わることが仕事をする上で大事であり、コミュ
ニケーション力を高めないと力不足なのではないか、自
信を失くしてしまうのではないかと思ったからです。」
「仕事（アルバイト）をしていて、思っているより仕事
が増えたら大変と感じるからです。自分はネガティブ思
考でとらえやすいので、物事をプラスに考えて仕事をし
ていけるようにします。」
　上記結果から、約９割の学生は「大変」という言葉に
ポジティブな考えも含めている。その理由は、夏休みの
インターンシップやアルバイトを体験した事、「業界研
究シート」や「大変」というキーワードに関するグルー
プディスカッション等により、前期よりも仕事や働く
事への理解が深まったからであると考える。本稿の考察
から、ヒアリング対象が家族等以外の学生の多くは、前
期に「業界研究シート」を記入した時点では「なんとな
く」仕事が大変という感覚でとらえていたと推察する。
このように漠然としたイメージでは暗闇の中を歩くよう
な感覚となり、自分の方向性も見えず、潜在的に不安が
増したのではないだろうか。しかし、後期には多様な
体験を経て、「なんとなく」からより具体的な視点で仕
事を捉えることができるようになったのではないか。具
体的な視点とは、消費者からは見えない仕事内容（身近
なコンビニエンスストアの店長やアルバイトの役割分
担、華やかに見える仕事の裏側にある体力が必要な業務
等）、仕事の面白さと苦労、職場の雰囲気（人間関係、
コミュニケーションの大切さ等）、条件（残業や休日の
過ごし方とモチベーションの関連性等）、働く人の思い
や気持ち（やりがい等）等と考える。さらに特筆すべき
ことは、①と②の記述では「やりがい」という言葉が非
常に多いことである。大変だからこそ、やりがい、充実
感、達成感、自分の成長につながるという内容が約９割
を占めていた。これらは、学生自身が働く上での価値観
と言えよう。つまり、学生は働く事を「他人事」ではな
く、自分の価値観、興味、スキル、知識等と照らし合わ
せながらより自分軸で捉えられるようになったのではな
いか。それにより、今後は自分の将来を具体的に考え、
就職活動にもより自信を持って取り組めるのではないだ
ろうか。
　もちろんインターンシップやアルバイト等の体験だけ
ではなく、仕事や働くことについての事前研究も必要で
－ 95 －
ある。しかし大切な事は、体験や事前研究において、仕
事や働くことを自分軸で考える事ではないだろうか。こ
の「心構え」こそが最も重要であると考える。そもそも
近年は核家族が増え、地域コミュニケーションが減少し
ている。子供たちは家族や友人と接することは多いが、
働く人と触れ合う機会が少ないため、仕事をイメージす
る事が難しい環境である。そのため、就職活動は大学生
にとって「突然」始まる感覚となり、やりたい事がわか
らない、何から始めていいのかわからない等、戸惑う学
生が多い。今後は家庭や義務教育を含む学校教育におい
ても、働くこと（仕事、職業）をより深く学び知る仕組
みづくりの検討が必要であろう。しかし、まずは今、学
生自身が働く事を自分と向き合いながら考え、できる事
からしっかり行動することが重要である。今後も授業を
とおして、学生が納得のいく進路選択ができるようにサ
ポートしていきたい。
1 業種・職種
2 扱っている商品・サービス
3 業務内容
4 研究前のイメージ
5
研究後、または企業見学の印象（雰囲
気も含めて）
6
実際に働いている人の印象（全体・若
手社員・管理職など）
7 楽しいこと・やりがい
8 大変なこと・つらいこと
9 業界・業種の動向と将来性
10 条件
勤務時間帯・休日・社会保険完備・制服有無・車通勤可・交通費など
11
<あなたの感想>
資料１（課題レポートの提出用紙）
【業界研究シート】
職業に対する学生の理解度と職業観の関連性　千代田
